
















































































































































































連について，共同研究を開始した o 欝査サイトはモンゴルであり，平成 5年度
の現地調査を念頭に，学術調査の計画を企画推進した。
5. 朝鮮半島における古代撃の形態的特性と審美工学的解析を通じて，特定地域


















8. 農業エ学園擦会議(北京)に農業機械学会を代表して出席し、 r SYSTEMS AP 
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加味させることは，品質判定精度を高めるものと推測される O しかしながら 3
両者の間には非線形の関係が存在するものと思われるので，通常のコンビュー
タによる情報処理方式では品質等級を判定することは極めて困難であるといえ
よう o そこで F 生物の神経系の仕組みを工学的に実現したニューラルネットワ
ークによってラミナの品質等級区分を可能とした O
その結果は， The Application of Artificial Intel1igence to Wood ln-












その結果は， The Applicalion of the Fuzzy Expert System to Control 
Veneer Defecls in the Veneer Lathe として， 1993年5月開催の The11th 
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これを整理した o (校費) 0 
6 )メタン菌のアンモニアによる阻害性の評価法の開発:メタン菌のアンモニ
アによる担害を回避する方法方法を実験により検討した(校費)。
7 )生分解性プラスチックの試作に関する研究:乳酸菌によるグルコースとセ
ロピオースからの同時糖化法を開発した(奨学寄付金) 0 
8 )廃水から光合成総額による水素生産:廃水を原料とする光合成細菌による
水素生産法に関する研究を実施した(校費) 0 
山口彰，教授
1 .木材の樹種による構成成分の差異を謁べるため、若干の国産広葉樹のニトロ
ベンゼン酸化生成物の分析を行ったo また、熱分解ガスクロマトグラフィーに
よる分析も行った。
2. 第四アンモニウム塩系防腐薬剤の木材に対する吸着性および防腐効力に関す
る研究を行った。
3. 木材の液化反応を検討するため、セルロースのフェノールによる液化反応の
反応機構解明のための研究を行った o
4. 木材の蒸煮処理におけるリグニンの分解反応検討のため、 β-0-4型リグ
ニンモデルイじ合物を合成し、蒸煮条件下における分解反応を検討した。
吉崎繁，教授
①米粒の選別機構に関する研究，②牧草の自然発火機構の解明，③玄米の低温
貯 蔵，④粒体の混合過程の解析，および⑤熱帯農林廃棄物ガス化燃焼装置の開
発研究などを行い，⑤については農業機械学会誌並びに熱帯農学会誌に投稿済み
である。
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